
AIによる不良自動検出システムを構築中。
人の負担軽減や不良モード傾向管理を行い
加工機へフィードバックし、安定生産へ。

見積原案を電子承認化し、作成～承認まで
を簡易ワークフロー化。電子承認時に自動的
にデータベース化し、閲覧や流用を可能にする。

電子承認

閲覧・流用

「内製設備の解析モデル」及び「解析環境」
を整備し、事前にシミュレーション可能に

（強度解析・制御検証・加工検証・干渉確認）

社内に散在する膨大な情報を迅速に検索・要
約できる基盤を構築し、資料作成や情報探索
の時間を大幅に削減させると共に技術知識を
継承・共有し組織の知的基盤強化を目指す。

加工点の物理現象を解析し、切削工具の
寿命への影響因子の抽出と対策手法を確立。
JTEKTグループで切削工具費低減を目指す。

部品の熱処理工程で発生する予測困難な
ひずみにより手戻りや再加工コストが発生。
熱処理シミュレーション技術を活用し、事前検

証を進める（JTEKTグループ協業）

デジタルツインの活用 工具寿命改善
（加工点解析）

AI外観検査

見積原案書のデータ化 生準L/T短縮に向けた
取り組み

生成AI検索システム
何回聞いても怒らないAI先輩を、全社員に。
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